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いまでは生活的条件の中で，人体の筋肉活動の程度を，人間工学的立場で定量的に表わすことがで
きる。これを居住のための諸設備や，家具などの設計に賢し，またその形態デザインにあたって，筋
肉の活動度からみられる構成空間のうちに動作の限界を見出して適用する ζとがある。
本研究では，成人男子が立位の姿勢で，実験的lζ各種の動作を行い，そのときに働く代表的な筋肉
を選び出し，それが活動時の筋肉に流れる微小な電流について，筋電計で測定するのである。測定し
た記録は，すなわち筋電図であるが， 乙れを分析し，考察を加え， それに対応した立体空聞を構成
し，その中lζ幾種かの領域が限界される。それはとりもなおさず，筋肉活動度と相関する筋肉疲労の
軽重負荷の程度を示しているものである。乙のような手段のもとで，造形的デザインのために所期目
的の基礎資料を得たのである。
実験方法と装置
装置
実験用機械と端氏
筋'[I.!:計(福田エレクトロK.K.製 (M Gー 5)) 
記録計(電磁オシログラフ ・福岡エレクト ロK.K.製 (ECO-2) ) 
シーノレドシート
可動実験棚 高さ (Z軸)210cm，上下lOcmごとに区分の棚
幅 (X制1)190cm，左右lOcmCとに目盛
奥行 (Y軸)方向iζ1O~40cmまでの移動可能
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方法
1 被実験者 正常筋肉をもっ右効きの健康な男子1名.22才， 某
第 1!衰 被実験者身体表 (昭38.5.10倹査)
(1立立の盛勢)身 長 168 cm m伸びの姿勢)頭のおiさ
府の高さ 142 手を指あげたときの中先治i認さ
肘のjQjさ 104 (そ の 他)お 巾
中指光協の~.:jさ 60 体 重
手のを中tあ智光げ線たEと:iきさ 210 胸 囲
.eIi 高
股 下 7 7 脊 柱
膝の iui さ 4 8 胸 郭
1 75 cm 
223 
4 0 
53.5 kg 
80 cm 
89.4 cm 
正
正
2. が~~己実験用部品を第 1 図のように配置する。実
験は交疏障害を除去するために，アースしたシールド
シ トー の上で行い，被実験者の身体をもアースする。
3. 本実験では多くの NMUIl)の総会活動株式の
観察を目的とするととから，表面m極を用いる。約10
x10 (mm)の銀製電極板にfE極糊を塗り，測定する
.:夏
第 1
筋を蔽う皮膚の上(アルコー ルまたはアセ トンで清成)Iζ，筋線維組織の走行と平行に 2'"3 cmの間隔
でfE極を貼る。
4. 筋t[t図振幅測定点法
NMUの収縮iζともなって活動'1Uif.tが地大し，筋18図の振幅がとれに比例して大きくなる。したが
って，平均振幅を測れば，筋肉の活動ItI~) が知られる。しかし， 筋電図の振幅は， 自然条件(主と し
て湿度)による交涜隊容の多少，電極の皮膚街着状態(分極の因となる)等iζよって，多少の変動があ
る叩。したがって，測定には 1mV放電による援
ぬ州制料榊引1mv 
?????????』?•• ???
?
??
? ?
第 2図
幅を基準にしてスケールをつくり，乙れと同一時
lζ測定した筋電図娠幅を測るものとする。
5. 実験は，次の軸}j向lζ対して，各種の動作
を試みる。
作業面の座標を X，Y.Zとする。作業点から水
平に績の方向軸(縞)をXとし，被験者と作業点
までの~穫(奥行)をY軸とし， 高さの軸方向を
Zとする。
6. 実験の動作と，その範囲は次のようにす
る。基本的には立位姿勢とする。そして，手動の
( 2 ) 
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作業姿勢の各線で，動作変化をする。立位姿勢は，座臥の姿勢iζ較べるとき，筋活動は大きい。第3
図のようになる凶。 したがって各筋肉の疲れが同時
に感じられるのは，立姿勢である。さらに，立姿勢の
ままで起を悶定して， 右手で達するととのできる官(I
域，すなわち作業動作の範囲の種々の場合を示せば，
概略次のようになる。
1 .;1 l.J )/ 1. J J 
1234567δ9 
{削('/4)ω側{也}聞の}問 (3)
.( )U~，á動度
1二~てlt~の1" 、といお/li京銀したとき‘大さい
:;，~rl.Lkt~ . 一
後
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1. 足を固定してお手で必する領域(側面)
A 腕の巡基1)によりiさする領域
第 3図
B 上半身を後方IC信lして述する領域
C 膝の屈曲lとより達する傾峻
D " 
E 上半身を後方IC{iJJし且つ膝を凪して達する領域
F 上半身を前方に{ilJして達する領域
2. 足を回定して右手で注する領域(正面)
A 肘関節のみを屈して述する領域
B 間関節を使って述する領核
C 上半身を左側に傾斜させて速する領域
D " 右仮n " 
E 上半身を右側』ζ{iJして述する領域
F " 左側 。
G 膝関節を屈して達する領域
H " 
3. 足を固定して右手で迷する領織
A 肘関節のみを使用して達する倣犠
B 肩関節を使用して淫する領域
C 上半身を右側方に倒して主主する傾減
D 上半身を右前方tζslIし.11.つ府関節を廻旋して述する領域
E 間関節を廻綻して述する領峨
F 上半身を前方tζ.filJし，且つ訂関節を廻』をして巡する領域
G 上半身を左側l方』ζ{iJJして述する領械
H 上半身を左側方IC{iJJし，且つ肩関節を廻旋して速する領峻
I 上半身を左前方』ζ{iJJし，且つ廻旋iとより迷する領域
J 上半身を後側方iζ倒し，且つ廻旋により述する領域
K 上半身を後方 H 
L 上半身を後方に倒して速する領成
M " 且つ府関節を廻旋して述ーする領域
N 上半身を右後方iζ倒し H 
実際にそのlI)}jfl:範囲を考慮すれば，右目をlt心にして右側に80cm，左m1jlζllOcm，高さは21Ocm，
前方(奥行)には足のつま先から40cm(体の中心軸からωcm)の飽凶までが，1限界になる乙とが大体わ
かるので，その範囲内で測定した。
7 !WJ作時の主な筋肉を選択して代表させ，筋肉測定の対象とする。
:t!J作するためには必ず関節が使われる。一つの閃節を動かすときには，その関節lζ付属した対抗筋
がはたらく。しかし，実際の作業動作の場合iζ，一つの関節のみを動かす乙とはとくまれである。た
とえば， 前方にある物をとるために， 肘の屈1;迎fi)Jをするときには， 体全体のバランスをとるため
( 3 ) 
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}ζ，脚の筋肉も同時にはたらいている。したがって，測定する筋肉の選択にあたっては，目的の迩動
のための関節lζはたらく筋肉のみならず，その他の筋肉についても，同時に測定する必要がある。し
かしながら，本実験に用いる筋電計は，一個のビームにすぎないので，同一動作をくり返す乙とによ
って，屯極板の貼付位置を変えながら，各部しょの筋肉測定をしなければならない。
測定する主要筋肉の選択
1. 劇部筋肉はz 幾らかの影響をもつが本研究では縄めて小さく乙れを除外する。
2. 類部の筋肉はがj後屈，旋回の迎動などに関係するのであるが，本実験では，きわめて小さい影
響としてζれを除外する。
3. 体幹部の筋肉は，呼吸運動や，体併の前後側同や，旋回迩oJiJJなどのはたらきをする。体幹を前
町させる動作は，腹筋群と腸筋群が関与し，また後屈させる動作にとっては，固有の背筋群があり，
体幹の直立筋の収縮で行われる。旋回は，内外腹斜筋と，固有の背筋との深屈にある半疎筋や，国政
筋で行われる。しかしながら，乙ζでは実験のための動作からみて，体幹直立筋(脊柱起立筋)をも
って代表させ，測定の対象とする。
4. 上肢帯部(商〉は，上肢と体幹を結びつける連結部であるが，腕の運動の補助的なものである
から，ととでは一応除外する。
5. 上肢部の腕の筋肉では，腕を上げる場合に，前方から上げるときと，側方から上げるのとで
は，働く筋肉が少々迷うのであるが，上方i乙上げてしまえば，同一筋肉のはたらきになる。それが水
平に近づくまででは，日関節がはたらいているが， それから上では，上肢帯の助けをかる。 乙のと
き，大いに働く筋肉として，三角筋，僧制1筋，線上筋，大胸筋が委主加していて，さらに上j皮筋昨も加
わるのである。本実験では，一応乙れらの各筋肉について，その筋活動度を調べてみた結巣，三角筋
をもって代表させた。 ζ乙で，腕の旋回運動も幾らか関係してくるのであるが，実験測定では除外す
る。肘関節，手根関節などの関わりをもっ筋肉についても，同じく除外している。
6. 下肢都の筋肉は，歩行を主なる運動とするが，その次は，体幹を支えるととなどのはたらきで
ある。下肢部の関節の可動範囲は狭く，筋肉は，屈筋群よりも伸筋群の方のはたらきが優勢である。
また股関節の述動lζよって上躍をあげたり，織によろけたりする。そしてまた，脚を固定したときに
は，上体を前lζ伺lす動作のときκはたらくのである。
膝|渇簡の巡動で，膝を伸ばす筋では，上腿の前l舗にある大腿四頭筋であり，まげるのは，後由.の大
腿二頭筋，半腹，半腿様筋書草である。乙 ζでは，大腿ニ頭筋をも って代表させて，測定の対象筋肉と
した。足関節の述動は，手段関節にくらべて著しく少なし前後屈だけである。足首を足裏の方向iζ
曲げる屈筋は，強大な下腿三頭筋(勝腹筋)で，大腿骨の下端の背面におきて，腫骨lζ終っている。
乙れに対して，足を曲げる伸筋は，前腔筋だけで，その他lとは伸指筋が協力するだけであるから，屈
筋I洋とは比較とならない程の微力である。放に本尖験では，腕腹筋をとりあげて代表とし，測定対象
とする。
( 4 ) 
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以上の~祭から ， 主裂な筋肉である三角筋， 体幹直立筋(脊柱起立
筋)，大腿二頭筋，及び勝腹筋を遺び出したのである 則。(第5園芸2
照)なお，実験の筋屯ま十による測定方法が，表面誘噂法であるので，
上記の筋肉を測定するにあたっては，政均する筋肉だけでなく，その
周辺にある筋肉の活動7伝統も，誘導されるので，その測定の範囲は，
可なり広げられているものと与えなければならない。
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記号と記録の数値 、
I ， 大躍二頭筋
口 一 ，
一ー 酷取箇
動作ならびに，各筋肉iζ対して使用するぷ号，及ひ'筋肉活動度をポ
す数値は，次の通りである。 第 5図
記号，X，右目の中心軸上をOとし，その右側方を+，左側方はーであらわす。
はcm
y，作業面と両足つま先までの距離間筒
Z;作業面上の垂直距離はcm
筋活動度関係表，以下各節のXy関係o.，z x 
関係表， Zy関係表で，第2表のようにあらわし
た数値，ならびに各線分の磁別は，およそ第二表
のような怠味をもっ。筋活動度をを段階時つ。
数他，上Je，)J法1[.より得た筋
活動度の他(単位mV)を10倍し
たもの，
実験動作のまE勢，被Xf:i生省の
動fF~主うは， 第 3 表のようにな
る。表1[.，;己した記号の志;味は，
次の通りである。
N;腰を曲げない
DS;両足背のび
A ; U裂を山げる
LF;左足が浮く
LS ;:左足背のび
RF;宕足が浮く
RS;右足背のこF
K;ひざをIlIげる
(記号の範閣内は太字ICて/)，す}
112表 筋活動度分類1J.
筋活動皮 線分
O 
1. 1.. 5…………………一一一一一-
(. 6...10.....・H ・..…...・H ・..・・・
•. l...15・……..…....・H ・-……ー ・一 ・ー ・ー
1. 16-20・H ・H ・....…………ー ・・・一・・-
v. 21...25・………・・..・H ・-……一×一× 一x-
". 26-..30・H ・H ・.....・H ・.・H ・-D，_-D，_ー ムー
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住一 切 ー
Zの各軸上の各作業点における披i活動度O段階の個数のみを示している。y， 個数，本稿lζはX，
各筋肉の動作実験の結果と考察
筋(右筋)角
X軸方向(第6図)
筋活動度はもっとも小さい。
左右上端で，特に筋活動度は大きい。
体幹中心軸1:，ほほ対称になって筋活動度は分布する(右周からは左側IC偏している)。
X =10~-50 (右肩より右に10cmから左肩の左10cmの凶)で，a 
b 
C 
X=-20 (体幹中心軸)で筋活動度が最小である。d 
Y軸方向(第7図)
Yの値が地すにしたがい，大きく筋活動度が増加する。
Z軸方向(第8図)
また大きくなる。 y=z=ω(cm)以下で，肩関節より上方で，著しく活動度は大きくなり，a 
高さに関係なく筋活日関節位より下方では，10， 20 (cm)ではX= -10~20 (cm)において，
動度が小さい。 Z=90 (cm)で，筋活動度は最小である。
動作からみて，肩から(腕下垂)ほぽ中指先端までが， 筋活動度は小さい。
なお，他の筋肉に比べ‘ると， その最大値は24(筋活動電位2.4mV)Iζな三角筋の筋活動度は大きく，
、
る。
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筋活動度Oの作業点の個数
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筋活動度Oの作業点個数 (三角筋(右))
x (第6図) ltK4Y空〈|第7右図〉ヒキ摺~き| 右 | 右
80 。 210 。
70 。 40 6 2∞ 。
ω 。 190 。
50 。 180 。
40 。 30 22 170 。
1ω 。
30 。 150 。
20 。 140 1 
10 11 20 48 130 10 。 16 120 18 
-10 27 110 20 
-20 30 10 71 1∞ 20 
-30 21 90 21 
-40 19 80 18 
-50 13 70 8 
-60 5 ω 4 
-70 。 日 7 
-80 。 40 6 
-90 。 30 6 
-1ω 。 20 4 
-110 。 10 2 
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I.容柱起立筋(左右の各筋どとに測定したが，以下は綜合結果のみを示す)
X軸方向(第9図)
土40(cm)の範囲内では，筋活動度が小さい。(cm)をlい
Y軸方向(第10図)
x=o 
Yの他が増すほど，筋活動度が大きくなる。増加の度合はy=10~20 (cm)で大きい。
Z紬)J向(第11図)
Z =70 (cm)以下では，一般にど乙でも筋活動度が大きいが，特;ζ省側下部で大きい。
(側屈しない側の筋肉が主側屈しない側の筋肉の活!liIJl交が大きい。側屈するmlJより，量Jfl:からみて，
ICtI:.われるというととである)
その他， 企般的K見て左存柱起立筋よりも，右脊柱起立筋の筋活!llIJl庄が大きいのは，右手:説1'1:が行
( 7 ) 
われるためである。
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筋活動度Oの作業点の個数
第5表 筋活動皮0の作業点個数(脊柱起立筋)
x (第9図) z (第11図)
制。。
ょ」号数1右| 左よ坦数|右|左 よ坦~， 右 | 左
il、
。 ~" J>ω‘a → γ 
第 10図
80 
70 
ω 
50 
40 
30 
20 
10 。
-10 
-20 
-30 
-40 
-50 
-60 
-70 
-80 
-90 
-11ω 
-110 
45 
50 40 
53 
70 4 
69 14 30 
74 15 
71 29 
68 39 20 
ω 40 
66 44 
41 54 10 
35 57 
26 56 
26 56 
31 56 
25 56 
29 52 
26 48 
19 38 
15 27 
( 8 ) 
210 28 43 
201 126 200 35 47 
190 44 51 
180 46 55 
196 150 170 49 55 
1ω 49 51 
150 50 49 
217 185 140 49 49 
130 49 52 
ロ0 48 52 
280 231 110 44 50 
100 41 44 
90 40 41 
80 38 32 
70 33 13 
ω 24 1 
ω 26 。
40 46 。
30 47 。
20 48 。
10 55 。
一 回 一高田・三宅・中西・高級立位動作の姿勢と筋活動
1.大腿二頭筋 (左右各筋をま字、合の結果からのみ示す)
X軸方向(第12図)
ほぼX= -10~-20 (cm)で，筋活動度は最小である。a 
(さらに詳細の検汀をlPIしたい)x = -30， 10 (cm)で，断陪的}ζ筋活動度が大きくなっている。b 
x=-5 (cm)を中心として，左側で左大腿二頭筋，右側で右大腿二頭筋の活動度が大きい。
Y軸方向(第13図)
C 
y =30~40 (cm)では，Yの値が大きくなるほど筋活動度が大きくなり，Y =1~30 (cm)では，
逆lζ小さくなっている。
Z軸方向(第14図)
Z =60 (cm)を軸として，上位ほど筋活動度が小さく ，下位で大きい。a. 
Z =120 (cm)を墳として，上位では左大腿二頭筋が，下位では右大腿ニnJi筋が主として働く。b 
筋活動度Oの作業点個数(大腿二頭筋)
x (第12図) y (第13図)
CP思|右 |左 決ぎ|右|左 よ思|右|左
加 。2 210 37 20 
70 2 。 40 102 49 200 39 22 
ω 10 7 190 37 26 
ω 11 8 180 47 25 
40 31 33 30 101 12 170 48 26 
30 22 36 1ω 47 27 
20 16 44 150 43 30 
10 11 24 20 119 ロ8 140 40 30 。17 42 130 35 30 
-10 61 30 120 28 30 
-20 59 28 10 204 220 110 25 30 
-30 43 15 1∞ 16 29 
-40 42 28 90 12 28 
-50 27 40 80 12 25 
-60 35 28 70 8 20 
-70 38 14 
ω 5 2 
日 。。
-80 29 14 
40 2 。
-90 37 10 30 4 2 
-1∞ 21 7 20 11 5 
-110 13 。 10 10 8 
( 9 ) 
宮高6表
第 13図
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第 12図
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N.排腹筋(左右各筋を綜合の結果からのみ示す)
X軸方向(第15図)
左側での作業は，主として左隣腹筋が，a 
? ?
???
右側では右勝腹筋が主として働く。
体伶中心軸をピークとして，筋活動度がb 
50 JOO 
筋活動度Oの作業点の偶数
。
小さく，左右iζ絞れるにつれて大きくなる。
C. 筋活動度の小さい域が，休li命中心線より左lζ偏している。
Y稲h方向(第16図)
Yの増加にほぼ比例して， 筋活動度は大きくなる。
Z軌方向(第17図)
町関節位 (104cm)から肩関節位 (l42cm)
までが，筋活動度は小さく，Z =150 (cm)よ
Z =80 (cm)より下位で著しく大きり上位，
15 
つまだちして足裏をくなる。動作からみて，
見せるような姿勢のとき， 活動度はもっとも
I∞ 
50 
J 
O 
?
?
?
大きく示される。
左φ畠
鍾・
50 
拠・????
?
???????
I~ 50 1∞ 
筋活動度Oの作業点の伺数
( 10 ) 
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三Jlj筋 ・ 脊柱起立筋 ・ 大腿二頭筋 ・ 勝腹筋の綜合的~・察
以下iζ述べる筋活動度は，各作業点における各筋肉の活動度を，綜合して考察したものである。
V. 
Y州上各作業面における筋活動度の分布状態を示せば次のようである。
Y=lO (cm)の面上における右察l 
休幹中心軸から筋活動度の分布が左IC偏しているが，右目軸から見ると，
は.Iまぼ対称lζ分布する。
右手動作の居合，a 
Z=8か~14û (cm)の領域内にある。
の線で閉まれZ =70-180 (cm) 
筋活動度o(一線)の範囲は，ほlまx= -30-10 (cm) • 
C. 筋活動度1-5(一一-*紛は. Iま lま X = -7ル~40 (cm) • 
る域にある。
b 
及び背のびして手がようやくとどくような作業点で側昭，右手動作の体幹部届，動fl:からみて，
は，筋活動度は当然に大きく.{本件を右上方Iζ背のびするような作業点では，特lζ大きく，体幹をtU
lζ前iζfilすような作業点では，比核的l乙筋活動度は小さい。
y=20 (cm)の而上における考案(第19図)2 
.tiJi1納からみると，筋活動度の分布状態は左側lζ偏している。体幹中心軸からは，筋活動度Oa. 
については，少し布に制し，他の筋活動度では，対祢iζ分布する。
筋活動度Oの範囲は.IまぽX=-20--10(cm) Z=l似ド130(cm)の線で固まれる。
( 11 ) 
b. 
学居住-56-
Z =70~170 (cm)の線で固まれる。
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筋活動度 1 ~ 5 は ， ，まぼ X=-60~30 (cm) ， C 
。--;;;-耳石有二
~y 
第 18図
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ほぼ同様の傾動作からみて y=10(cm)と，
y=10の場合ほとんどの作業点で，向をもつが，
担よりも少し前傾姿勢になるので，筋活動度小なる
第 20図範囲が小さくなっている。
y=30 (cm)の面上における考察3 
筋活動度Oの範囲がなくなっている。a 
Z =80~150 (cm)の線で固まれる。筋活動度 1 ~ 5 の範囲は， ほぽ x= -40~10 (cm) ， b 
右肩軸からは， 筋活動度 1 ~5 の範囲が左側に偏してい る。体l伶中心軸からは， 右側に偏して
いる。
C. 
かなり前傾姿勢が動作からみてy=10(cm)と，ほぼ同様の傾向をもつが，ほとんどの作業点で，
多くなる ζとから，筋活動度Oの域がなくなり，全体にわたり，活動度は大きくなっている。
y=40 (cm)の面上における考ー察4 
筋活動度の分布状態は，体幹中心軸からやや左側iζ偏している。a 
の線で固まz=鋭)""，150(cm) x=ー 6O~0 (cm) • 筋活動度 O の域はなく 1~5 の範囲は，
れる。
b 
動作については，大まかにはy=lO(cm)と同様の傾向をもつが，どの作業点、においても， wi傾姿
したがって筋活動度も極めて大きい。
( 12 ) 
勢をとる乙とが多く，
弓tn . 三宅 ・ 中西 ・ 両信:立位動作の~ßと筋活動 -57ー
以上のy=10-40 (cm)における筋活動度 (0....5)の範囲を， まとめて表示すれば，次のよう
になる。
-ー Y筋活動皮---"ーー。
。戸、- 5 
10 
z = 8O...14Ocm 
X=-30..... 10cm 
z = 70..180cm 
X=-70.. 40cm 
第 8 表
20 
z= 1∞.. 130cm 
x=ー20...一10cm
z= 7.. 170cm 
x=-ω~ 30cm 
30 40 
~ ~ 
z = 8O..150cm z = 9O..150cm 
X=-40.. 10cm x=ー60.. Ocm 
Y.両足爪先から作業函までの水平距離 (cm)
さらにXの範囲{幅)の品大となる高さを示すと，次のようになる。
向。
sb 
O'-:fi。
___ Y ，n 
筋活動度___ .v 
。 Z= 120... 130cm 
W= 50cm 
。 Iz= 1∞..llOcm . !)ド=附m I 
-Sl) 
M 21図
1 9 理E
m 
Z=12O...13Ocm 
W=2Ocm 
Z=l∞...lOcm 
W=!2Ocm 
(Y=IO) 
50 so 
( 13 ) 
5. 綜合的巧里美
a. 高さ(z)と，幅(X)からみると
x = -20 (cm) Z =120 (cm)との交点
(体幹中心軸線と心脳位高に水平線をとった
ときの交点)を中心として， 同士容の筋活
動庄がほぼ同心円状tζ分布する。ただ
い筋活動度Oの域は， 上記の中心よ
り右Iζ偏する。(本実験l立，右手を主とし
た作業であり，その作業域lま.右肩関節を中
心として.1まlま円形状である。同級Iζ，他の筋
活動度分布も，ほほ曲線状の限界を呈する。)
しかし， 作業の範囲が右肩を遠ざかる
につれて， 右手筋活動よりも.U:件全
体のバランスを保つ ために，他の筋活
動を加えてくる。そのために. lìíJ.~の
ように体幹中心の分布波を矛すように
，、。.
'-f-居住- 58ー
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なる。
2=印 (cm)(直立して腕下霊時の中指
筋活動度分布先端の位高)以下では，
同心円状でなくなり ， 体~宇輸状態が，
lζ ，1~行して分布する。そして， 休幹巾
150 
心稲hより右では，筋活動度の増加の訓
合が大き く，左で、は小さい。
奥行き (Y)の移行による変化をみ
10。
Y=10 (cm)における筋活動度
y=20 (cm)における0，.10の域が，
ると，
y=30 (cm)におけるO0，.15の域，
So 
y=40 (cm)における 0，.，.20の域，
(第21図から第24図25の域iζ相当する。
まで参照}
8G 
』
5'0 P -x x -50 1ー10
。
奥行き (Y)か(2)と，高さb 
~ 22図らみると，休幹中心軸からの距離 。(X)
// //〆 ¥ 〈ミ:ごご、¥¥ (げγ=3訓0ω ) 
. .<三;;五五汐:;五ゑシ:三手シ2三手令;クr5
/ jい，: /'I除 ¥¥¥ ¥¥¥¥¥
ん/://f¥¥¥1¥|丙- ¥¥
lい; l 「断断附屯叩蜘制帥z総左パl ;汁i 
:トドドい¥ベぐい心よ〈;心.¥¥¥¥¥ 7..J.
虚一」主瓦=旦且且エz且a土盟r 〆 " / ¥一 マーア』山一/〆 .-/ _/，/" 
l i ¥ ///f' 
/ ./ 
の如何にかかわらず，直立時における
iまぽ中心を心臓位高 (120cm)上に，
もつ円孤状lζ，筋活動度は分布する。
(第25図から第27図まで参照)
そして体幹軸から離れるほど，筋活動 150 
10.。
度の増加の割合が大きくなる。
円孤状では
なくなり，体幹勃Iζ，ほぼ並行lζ分布
する。
2=60 (cm)以下では，
から幅 (X)と，奥行き (Y)c 
.)0 みると，高さの如何にかかわらず，イ本
幹lt心線上iζ中心をもっ円孤状lζ筋活
(第28図から第30図ま動度が分布する。
F。jI) 0 
・x x 
-50 -1/0 
。
で参照)そして，作業点が体幹から離
第 23@ れるにつれて，各円孤線は接近する。
(筋活動皮の増加の割合が大きくなる)筋
(右手
特lζ右上方lζ背のびする
本実験では，活動の最も小さい域は，右手作業のために，体幹中心和hよりも右Iζ偏している。
及び背のびの姿勢で筋活動度が大になり，
( 14 ) 
副作)体幹が前原，側関，前傾，
問問 ・三七・中西・tsfミ:立位動作の?l勢と筋活動
150 
t伺
同
0 .，a令 -1言語 。 <b
・)( x 一
節目図
要勢で，筋活動度は品大である。一方体幹部iJli近
くでは，体幹を前属しでも，それほど著しい筋活
動肢を示さない。
要 約
平盤上の停点iζ立位の姿勢で，上体前面の可動
の範囲内で変化する筋肉活動度の状態を，節電閃
E。
-
S悼
帽、
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M 26図M 25 B 
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- 59-
ー
によって捉え，乙れを三次元的空間iζ表わした。さらに具体的に，人体長にあてて示せば以下のよう
lζ盟約される。
1. rzさ (Z)Iζ対して， もっとも小さい筋活動度の下限は，腰部をまげないで下方Iζ手が楽にと
どく位置であり，上限は，ほlま訂関節の位置にあたる。
2. .面 (X)は，紋小筋活動度が， ほほ訂縦であり， その位置は，上記高さの内で体幹前面であ
る。
3. 奥行き (Y)では，筋活動度の最小は肘関節を90。以内にまげて，中指先端が作業l副ζ届く範
聞内にある。(上腕を体件。l$1ζm'nのJ:s合)
以上がIl~ さ (Z) ，幅 (X)，奥行き (Y)について，筋活動度の最小の範凶を得たが，これは本
実験のために選び出した主要筋肉のみについてにすぎない。はなはだ常識的な結果である。そして経
( 15 ) 
一ω- 住居学
験的には，乙の範囲で動作を局限する乙とがしばしばある (5)。 しかしながら， 目的の動作にしたが
った姿勢のときにあらわれる筋肉活動度を，寸法上から限界点を決めて， 客観的数量をもって表わす
ζとは，乙乙に行った実験の手段と， 条件を
もってLて，可能となった。 そして漸次に鉱
大される筋活動度の段階には，資料的価値と
意味が見出されるのである。これを日本人の
平均身体寸法lとあてはめてみると第10表のよ
うになるo I 
乙の表にLたがって普通一般の人にあては
まる高さL幅，奥行 (Z.X. Y)を求めると，
次のようになl!>。とれは男子の場合であるが，
女子については未検である。しかし，一応相
当すると考えられる数字を( )内に示す。
a. 高さ (Z)
上限(肩の高さ) ;玄ー3σ句 120cm(1l2cm) 
下限(中指先端高);支+3σ句 72cm(66cm)
b. 幅 (X)
肩幅 ;x-3σ句 36cm(32cm)
第 10表
直立~~におけ?~~舗の可2査の平均値c:王 1 1，0よぴji君事偏老“ l Q)~(Ji1.1..)
{上段低男子.下段は空手の数量 単位c;，.)
:i令3&
;t，t2cS 2.3 
i，・ 4 15.9 
x 50.0 
:i-o 159 
三，-26 23 
~-36 0.1 
人保幸舗の可迭にヲいて.思均値に遅い値tもゥ人l主争いが.それより盆〈・:lII.
た儲いをもっ人は漸:1:少な(r.:~.その慨はと歯のような産処骨布であゐと巻九
てよい.この直線分布では茸+cS.王争2O.王+泌を上に.ヨトo.完・:M.
~-3dを下に1:拘1る割告はモ瓜ぞ車上回に示したPの値をとり.王伝よぴ6の
値に凪無防傷害める. (U建長学会jlHl俵完符集f1IfIi収}
C. 奥行 (Y) 下腕の長さ ;肘の高さ一中指先端高さ..39cm(36cm) 
筋活動度の分布状態は，すでに綜合的考察で述べてきた通りである。
このようにあらわれた基本的資料を中心にして，居住空間の設備，家具，生活用機器などの形態的
意匠の研究は進められていくのである。さらに個々の対象物の具体的な， そして，固有の取扱いにつ
いての動作は，綿密に測定され，その成果が， ζ 乙に示されたものの上に，如何に作用するかを検討
して，付加的条件とされねばならないととはいうまでもないととである。
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